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ワークショップ形式の安全管理研修会
高橋　秀史，真下　泰，村上　牧子，石井美穂子，大西　勝憲，秦 温信
札幌社会保険総合病院　安全管理部
　ワークショップ形式による安全管理研修を行い、参加者へのアンケートを行っている。その結果、
職種を超えた意見交換や問題点を整理して対策を検討するなどの点で好評であり、安全意識の醸成に
有用と思われた。
キーワード　ワークショップ、安全管理
　　　　　　　　　はじめに
　インシデント・レポートの分析とその対策の立案
は重要な安全管理業務であるが、それらの対策を浸
透させ、実効性のあるものにするには全ての病院職
員が医療安全に対する意識を高めることが重要であ
る。厚労省は、医療安全推進総合対策の中で、医療
機関における安全対策として、医薬品・医療用具等
の安全性の向上、医療安全に関する教育研修、医療
安全を推進するための環境整備等などを列挙してい
るが、この中で、具体的な対策と同様に教育研修の
重要性を指摘している。しかしながら、現状での多
くの施設において、医療安全の教育研修とは、スイ
ス。チーズモデル、「ハインリッヒの法則」、フール・
プルーフやフェイル・セーフなどといった医療安全
の考え方や、インシデントの分析とその対策、危険
の見分け方など、主として医療安全の手法を伝える
講演形式が多いと思われる。このような講演形式の
安全管理研修も重要であるが、ともすれば聞いただ
けで安心し、知識に満足して現実感のある安全意識
に必ずしも至らない可能性がある。安全管理には技
術の向上、職員や患者との十分なコミュニケーショ
ンによるチーム医療、ルールや手1順の遵守など、何
より安全管理に対する高い意識を持つことが重要で
ある。医療人として、安全管理の視点での職業意識
を高めるには講演形式の受動的学習法のみでは限界
があり、当院では、能動的学習法としてワークショッ
プ形式による参加型の安全管理研修を試みているの
で報告する。
　　　　　　　　　方　　法
平成16年9月から開始
・隔月で1～2時間のワークショップによる事例検
討を行う。
・予約制で、事例に無関係に院内の全部署から20～
30名の参加者とする。
・1グループ5～7人とし、4～6グループで事例
検討し、発表を行う。
・最後に研修会の意義や感想についてアンケートを
行う。
・参加者に安全研修修了書を授与し、ネームプレー
　トに安全マークを付与する
　　　　　　　　　結　　果
　2004年9月から、ワークショップ形式の安全管理
研修を開催している。委託業者も含めた全ての部署
の職員から参加を募り、1グループ4～6人で、事
務職員、検査技師・放射線技師、看護師、医師（特
に研修医）など出来るだけ多彩な部署となるように
構成した。担当の安全管理者がインシデント事例を
テーマとして各グループに配付し、事例の問題点の
分析や対策などについて検討してもらう。各グルー
プでは、先ず、司会と書記と発表者を決める。司会
は出来るだけ多くの参加者に意見を発表する機会を
与えて、意見の偏りがないように討論を進める。こ
のような討論により、接点はあるものの、互いの業
務の不明瞭な点が明らかになり、異なる視点から新
たな発見やヒントが得られることがある。現実的な
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意見から、理想像を求める意見まで聞くことが出来
る。事例の中で、詳しい内容が不明瞭な点について
は、分っていることについては、後で解説するが、
不明点はそのままとして議論を進めてもらう。イン
シデント報告のポイントがわかり難いことも理解し
ていただくと、後に明解なインシデント報告の書き
方についても心がけることが期待される。
　討論内容は、主として問題点と原因、そして具体
的な対策をまとめ、模造紙に記入し、発表する。討
論には、安全管理者や安全管理推進担当者らがタス
ク・フォースとして参加し、討論を補助するが、あ
くまで、各テーブルでの自由討論を基本とする。発
言者が偏っていると思われる場合は、司会者に、満
遍なく意見を聞くように働きかける。
　討論結果を模造紙に記入し、問題点や思いついた
対策など発表してもらう。努めて、斬新な意見や視
点を評価し、議論したことをより印象に残し、安全
管理の視点を動機付けするように心がける。
　終了後のアンケート調査から、「スケジュールや
運営は適切でしたか？」（図1）、「テーマの選択な
どは適切でしたか？」（図2）、「この研修会は業務
上参考になる良い内容でしたか？」（図3）などで、
ほとんどの参加者が「たいへん良い」「良い」との
評価をしており、安全管理に対する意識付けに有効
であることが確認された。
　さらに、参加者の意見として、ポジティブな意見
として以下のような回答が寄せられている。
・職種を超えた様々な視点からの討論が興味深い
・他の部署の業務内容が理解できた
・（安全管理に）直ぐに使えるような発見があった
・具体的な安全管理対策の重要性が理解できた
・事例報告に5WIHでよくわかるように記載する
　べきだとわかった
・患者とのコミュニケーションの大切さを再認識し
　た
・安全管理という認識が以前より強くなった
・部署間の協力が不可欠なので、今後も協力しあえ
　る職場を作りたい
・確認の重要性が理解できた
一方、ネガティブな意見としては、
・事例検討の時間が短い
・開始時間が遅い、時間がかかる
・事例の理解が難しい
・事例の情報が不十分で討論が難しかった
・本来、時間内で行うべき研修ではないか
　様々意見が寄せられたが、ワークショップを通し
て一人一人の安全管理の意識が高められたと思われ
る。参加者には、安全研修修了書を授与し、ネーム
プレートに安全マークを付与することによって、安
全管理の意識が継続されるようにした（図4）
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図3　この研修会は業務上参考になる良い内容でしたか？
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　　　　　　　　　考　　案
　職員の安全意識を高めるため、ワークショップ形
式による安全管理研修を行っている。主として安全
管理者が選定したインシデントについて原因や対策
の検討を行い、グループ単位で発表し、意見交換を
行い、安全管理者がタスク・フォースとなってコメ
ントをしている。ワークショップ前後にミニ・レクチャー
を入れて、エラーレジスタンスやエラートレランス、
スイスチーズ・モデルによる考え方などのヒントを与
えている。ワークショップの中では、自由な意見交
換による安全管理の動機付けを高めることを目標と
しており、「チャートレビュー」「SHELLモデル」な
どの原因分析のたあの具体的手法は簡単に説明する
に留めている。そのような手法を提示すると、その
技法にこだわり、自由な発想の妨げになる可能性が
あると考えられる。対策についても目先の実現性に
とらわれずに自由な意見をリストアップすることに
より、ともすれば重い会話になりがちな討論を話し
やすく、参加者全員が発言しやすい雰囲気になるよ
うにしている。各グループにはさまざまな部署から
の職員が参加しており、自分たちの部署だけで考え
るには閉塞感があったり、対策の発見しにくい問題
などについても、他部署との連携により、より有効
な対策の発見など、自由な討論による効果と安全管
理意識の高まりがアンケート結果から読み取ること
ができる。
　一方で、多数の部署から参加するため、インシデ
ントレポートの詳細が理解できない、言葉が分から
ない、検討時間が短いなどの意見も聞かれる。イン
シデントレポートの詳細については、どこに問題点
が不明瞭なレポートのがあるのも事実で、「たしか
に第3者が読むと分かり難いレポートがあるので、
レポートは分かり易いレポートを書くことも心がけ
てください」と指導し、詳細は省いて分かる範囲で
の検討を推奨している。短時間でもあり、仔細な点
に討論することはワークショップの目標とするとこ
ろではない。また、5～6名の少人数による討論の
ため、司会者の役割も重要で、できるだけ満遍なく
発言できるように指導している。ともすれば、イン
シデントの事情に通じている参加者が詳細な解説を
加えたり、薬剤や処置に知識のある参加者に発言が
集中したりすることもある。ワークショップの中で
発言することによって、医療安全の意識を高めるこ
とを目標としているので、そのような場合は司会者
に発言の少ない参加者にも意見を求めるように促し
ている。
　このように組織横断的な医療安全に関するグルー
プワークを通して、個々の安全管理意識を高めるだ
けでなく、部署聞の連携やコミュニケーションも促
し、より高い医療安全の環境につながるものと期待
している。安全研修後のアンケートからも、インシ
デント報告の意義や適切な記録について勉強になっ
た、さまざまな職種の意見が聞けて参考になった、
自分の部署での検討でも参考になった、などの意見
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が聞かれ、安全管理への動機付けが高まったと思わ
れる。最近、厚労省から「医療安全管理者の業務指
針および養成のための研修プログラム作成指針一医
療安全管理者の質の向上のために」というガイドラ
インが公表され、その中でも、医療安全管理者は、
職種横断的な医療安全活動の推進や、部門を超えた
連携に考慮し、職員教育・研修の企画、実施、実施
後の評価と改善を行う。
（1）研修は、内容に応じて職員の参加型研修となる
　よう企画する。
②　研修は、具体的な事例を用いて対策を検討する
　ような企画を行う。
と、組織横断的で参加型の研修会を推奨している。
　今後は、危険予知トレーニングなどによる安全管
理ワークショップも取り入れ、テーマを広げながら
有効な安全管理の文化を推進したい。
　　　　　　　　　結　　語
　ワークショップ形式の安全管理研修を実施し、そ
の結果、以下のような安全管理としての意義がある
と考えられる。
1）職種横断的な意見交換により、視点の異なる職
　種との協力とコミュニケーションの重要性が理解
　されたと思われる。
2）さまざまな意見を集約して、インシデント・レ
　ポートを検討することにより、新しい視点による
　問題点の発見や、有効で具体的な対策への意識が
高められると思われる。
3）研修会後に、ネームプレートにマークを付与す
　ることにより、長期的に安全意識の向上が期待さ
　れ、継続的な安全意識の醸成が可能と思われる。
（本論文の要旨は第8回日本医療マネジメント学会
にて発表した）
　　　　　　　　　文　　献
1）厚生労働省　医療安全対策検討会議
　医療安全管理者の質の向上に関する検討作業部
　会
　http：／／www．mhlw．go．jp／topics／bukyoku／
　isei／i－anzen／houkoku／dl／070330－2．pdf
　　（平成19年3月）
2）日本医師会　医療安全管理指針のモデルについ
　て（改訂版）
　http：／／www．med．or．jp／nichikara／anzen．pdf
　　（平成19年3月）
Medieal　safety　management　workshop
Shuji　TAKAHASHI，　Yasushi　MAKKA，　Makiko　MURAKAMI，　Mihoko　ISHII
　　　　　　　　　　　Katsunori　OHNISHI，　Yosinobu　HATA
Department　of　Medical　Safety　Management，　Sapporo　Social　lnsurance　Hospital
　　As　the　Department　of　Medical　Safety　Management，　we　kept　giving　workshop　type　meeting
regarding　both　incidents　and　accidents　reported　in　our　hospital．　The　participants　from　all　over
the　depar七ment　made　impressive　discussions，　as　suggested　from　questionnaire　after　the　mee七一
ings．　Thus，　the　workshop　meeting　regard　the　medical　safety　seemed　very　meaningful　in　devel－
opment　of　the　medical　safety　cul七ure．
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